
こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
、

　
地
域
と
共
に
、未
来
の
た
め
に

ま
ち
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が
建
ち

人
々
が
暮
ら
し

道
路
が
地
域
を
つ
な
ぎ

故
郷
は
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

地
域
建
設
業
は

人
々
の
営
み
の
基
盤
と
な
る

安
全
・
安
心
で
、
快
適
な

県
土
づ
く
り
の
力
と
な
っ
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
担
い

風
水
害
や
豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ
か

家
畜
伝
染
病
に
も
立
ち
向
か
い

使
命
と
誇
り
を
胸
に
、
地
域
を
守
る
。

県
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め

果
た
す
べ
き
役
割
は
変
わ
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
と
共
に
歩
み

未
来
を
創
造
す
る
た
め
に
。

宮城県建設業協会の歴史と
復旧復興にあたった主な大規模災害等

●昭和20年（1945年）

●昭和24年（1949年）

●昭和35年（1960年）

●昭和53年（1978年）

●昭和61年（1986年）

●平成10年（1998年）

●平成15年（2003年）

●平成20年（2008年）

●平成23年（2011年）

●平成26年（2014年）

●平成27年（2015年）

●平成29年（2017年）

●令和元年（2019年）

●令和 3 年（2021年）

●令和４年（2022年）

●令和 5年（2023年）

日本建設工業統制組合
宮城県支部として設置

宮城県建設業協会に改組・創立

南米チリ沖地震津波

宮城県沖地震

８・５豪雨

宮城県と「大規模災害時の応急
対策業務に関する協定」締結

宮城県北部連続地震

岩手・宮城内陸地震

東日本大震災

災害対策基本法に基づく宮城県
の「指定地方公共機関」に指定
平成26年豪雪

関東・東北豪雨

鳥インフルエンザ防疫（栗原市）

宮城県建設業協会
改組・設立から70周年
令和元年東日本台風

鳥インフルエンザ防疫（角田市）
豚熱防疫（大河原町・丸森町）

鳥インフルエンザ防疫
（石巻市・気仙沼市）
7月豪雨

鳥インフルエンザ防疫（角田市）

http://www.miyakenkyo.or.jp

仙台・宮城の未来のために 政宗公の築いたまちをさらに発展させ、地域を守る

の
堅
い
城
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
仙
台
を

本
拠
地
に
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
。

奥
州
街
道
や
四
ツ
谷
用
水
な
ど
を
整
備
し
、

人
々
の
暮
ら
し
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
。
産

業
振
興
に
も
力
を
入
れ
、
北
上
川
流
域
に

豊
か
な
水
田
地
帯
を
開
発
し
、
河
口
に
は

石
巻
港
を
築
い
て
米
を
江
戸
に
運
び
、
藩

の
財
政
を
潤
し
た
と
い
う
。

　
「
地
盤
が
強
固
で
、
河
岸
段
丘
の
上
に
あ

る
た
め
、
水
害
の
影
響
を
受
け
に
く
い
な

ど
、
こ
の
地
に
城
下
町
を
つ
く
っ
た
着
眼

に
加
え
、
豊
か
な
発
想
や
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
に
お
い
て
、
政
宗
公
は
ま
さ
に
ま
ち

づ
く
り
の
先
駆
者
で
す
」
と
宮
城
県
建
設

業
協
会
・
会
長
の
千
葉
嘉
春
さ
ん
は
話
す
。

政
宗
公
の
時
代
か
ら
開
削
さ
れ
た
と
さ
れ

る
貞
山
堀
に
つ
い
て
も
、
「
我
々
も
貞
山
堀

の
改
修
に
長
年
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
重

機
の
な
か
っ
た
時
代
に
ど
の
よ
う
に
工
事

を
行
っ
た
の
か
、
先
人
の
技
能
に
尊
敬
の

念
を
抱
き
ま
す
」
と
千
葉
さ
ん
。
優
れ
た

土
木
・
建
築
技
術
と
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
が
、
仙
台
藩
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て

　
東
北
の
玄
関
口
と
し
て
発
展
す
る
仙
台

市
。
そ
の
礎
は
、
伊
達
政
宗
公
が
行
っ
た

ま
ち
づ
く
り
に
あ
る
。
政
宗
公
は
、
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
地
形
を
生
か
し
て
守
り

い
た
の
だ
ろ
う
。
氾
濫
す
る
北
上
川
の
治

水
事
業
を
行
い
、
当
時
の
地
震
で
崩
れ
た

仙
台
城
の
石
垣
は
よ
り
強
固
に
復
旧
さ
れ

た
形
跡
が
残
っ
て
い
る
な
ど
、
政
宗
公
は

防
災
へ
の
意
識
も
高
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
現
代
に
お
い
て
は
、
地
域
建
設
業
が
ま

ち
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
災
害
か
ら
地
域
を
守
っ
て
い
る
。
未

曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
、
復
興

ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
き
た
。
復
興
道
路

「
三
陸
沿
岸
道
路
」
は
地
域
間
交
流
や
雇

用
を
促
進
し
、
津
波
で
被
災
し
た
海
岸
堤

防
は
よ
り
防
災
機
能
を
高
め
、
「
仙
台
市

東
部
復
興
道
路
」
は
多
重
防
御
の
要
と
し

て
、
津
波
の
驚
異
か
ら
ま
ち
を
守
っ
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
相
次
ぐ
家
畜
伝
染
病
発

生
時
に
は
、
地
域
建
設
業
が
最
前
線
で
防

疫
措
置
に
当
た
る
。
時
代
が
移
り
変
わ
っ

て
も
、
人
々
の
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
に
は
、
建
設
業
の
存
在
が
欠

か
せ
な
い
。

　
も
し
も
、
政
宗
公
が
い
な
か
っ
た
ら
？

「
仙
台
の
ま
ち
並
み
も
、
今
の
繁
栄
も
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
政
宗
公
の
築
い
た
こ

の
地
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
イ
ン
フ
ラ
を

維
持
管
理
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守

る
の
が
我
々
建
設
業
の
使
命
」
と
千
葉
さ

ん
は
力
強
く
語
る
。
上
方
に
負
け
じ
と
自

ら
の
ま
ち
を
つ
く
り
、
守
っ
て
き
た
「
伊

達
の
気
概
」
。
そ
れ
は
、
今
も
地
域
建
設
業

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

多くの人に親しまれる「仙台のシンボル」定禅寺通のケヤキ並木。
戦災復興事業として1959年から若木の植樹が始まった

東日本大震災の津波で甚大な被害を受けた仙台市東部地域では、海岸堤防、海岸林、東部復興道路（かさ上げ道路）、
避難の丘、避難タワーなどが整備された。多重防御の要とされる復興関連事業を、多くの地域建設業が支えてきた

1967年に再建された大手門脇櫓（わきやぐら）。修復や維持管理には
地域建設業が携わり、貴重な文化財を後世につなぐ役割を担う

次世代に向けた地域建設業の挑戦

一般社団法人 宮城県建設業協会
会長 千葉 嘉春さん

未来につなぐ、震災復旧・復興の記録
　地域建設業は、人々の暮らしの基盤である道路や橋、建物などをつくり、自然災害発生時には最
前線で応急・復旧対応に当たるほか、生活インフラの維持管理を行うなど、地域の安全・安心な暮ら
しを守っています。次世代の担い手確保・育成が課題となっている今、ICT（情報通信技術）建機やAI
などを活用するデジタル・トランスフォーメーション（DX）を推進し、作業の効率化、生産性向上に取
り組むとともに、働き方改革を進めるなど、業界全体でより魅力ある建設業の実現を目指していま
す。政宗公が「この地が永遠に続くように」と願い名付けた「仙台」の地名。その思いを受け継ぎ、この
まちの未来を建設業の力で支えていきたいと思います。

　東日本大震災の復旧・復興における地域建設業の活動をまとめた記録
誌「宮城県建設業協会の闘い」の発刊を通じ、その年ごとの被災地の復
興状況や協会の復興事業への取り組みをはじめ、震災の記憶と教訓を伝
えるなど、伝承と情報発信に取り組んできた。今年3月末にはその最終刊
となる「宮城県建設業協会の闘い ～記録をつなぐ～」が発刊される。記
録誌は、県内の各学校や図書館、全国各地の建設業協会に寄贈されるほ
か、協会のWEBサイトでも全発刊分を公開している。

城
下
を
繁
栄
さ
せ
た

政
宗
公
の
ま
ち
づ
く
り

「
伊
達
の
気
概
」で

安
全
と
快
適
を
支
え
る

仙台のまち並みも、今の繁栄もなかった！？ “伊達の気概”
ここにあり～ ～

伊達政宗公騎馬像帰還記念企画
その
四もしも、政宗公がいなかったら…？

VOICE TOPIC

　
仙
台
に
城
を
築
い
た
伊
達
政
宗
公
は
、城
下
町
に
街

道
や
水
路
を
整
備
し
、河
川
改
修
工
事
で
洪
水
対
策

と
と
も
に
新
田
開
発
に
も
力
を
入
れ
た
。現
代
に
お
い

て
、ま
ち
づ
く
り
を
担
い
、災
害
か
ら
地
域
の
暮
ら
し
と

命
を
守
る
地
域
建
設
業
は
、人
々
の
変
わ
ら
ぬ
願
い
で

あ
る「
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
」を
支
え
て
い
る
。

▶▶▶Our Story

宮城県
建設業協会


